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エネルギー自
給率100%ドイ
ツの村

現在100%自給率 実施予定

2022年に150以上の村に到達



エネルギー自給率とは？

• 電気や暖房などのエ
ネルギーはすべて再
生可能エネルギーで
自給自足



エネルギー自給率を上
げるには？

• 太陽光発電、風力発電、バイオマス、
バイオガス、地熱などの利用拡大

• バランスの取れたミックスと、可能で
あれば蓄電能力の重要性



ドイツのエネルギー自給村における再生
可能エネルギーの供給源

風力発電、太陽光発
電、バイオガス、バ
イオマスが最も重要



エネルギーの
自給自足はど
こで可能か？

• 風力発電、太陽光発電、バイオマス施設など、広
大な土地を利用できる地方が中心
>> 地方のポテンシャル



エネルギー自給率100%
ドイツの村



国策 2007-
2014

100％エネルギー自給を計画した地域
や個々の町を支援する

ドイツ環境省だけでなく、EUや地域団
体も必要なインフラに補助金を出す

2022年：ドイツ国内に150以上のエネ
ルギーオートノミー地域・町が誕生



事例紹介
フェルドハイム



ドイツ初のエネル
ギー自給村

2007年、エネルギー自給村が誕
生、住民にエネルギーと暖房を
供給、他の町にも販売

電力会社に依存せず、住民のた
めに安価な電気と暖房を生成す
る。

自給自足に関心を持つ国内外の
訪問者が多数来訪



風力発電

55基の風力発電機で6万５千
世帯に電力を供給



太陽光発電
太陽光発電モジュール

844枚、4人家族600世帯
分の電力を供給。



バイオガス

• 地元農業協同組合が運営：家
畜の糞、トウモロコシ、穀物
を供給し、暖房に利用
＞農業関連企業や地元企業が利
用、電力は電力会社に販売、副
産物として肥料を地元農家が利
用。

• 生産量：暖房用ガソリン約26
万L相当





バイオマス

• ピーク時（冬）の暖房は、近
隣の森林から採取した木片を
燃焼させることで実現





蓄電池(EU最大級)
いつでも十分な電力を保証し、異
なるフィードイン量をグリッドで

バランスさせること。





アントレプレナーシップと
エネルギー自給



ビジネスモデル

• 村人は地域の電力施設のステークホル
ダーである

• 村人は低価格で購入するだけでなく、地
域や国の供給者に電気を売ることで収入
を得ている

• 農業ビジネスでは、糞、トウモロコシ、
穀物の代わりに環境に優しい肥料（とお
金）を受け取ることができる

• 地域の森林を利用して暖房や電気を作り、
消費者に販売する



地方のポテンシャル
地域の資源を活用する



Possible
ideas

再生可能エネルギーへの投資
（風力発電、バイオマス、バイ
オガスなど）

暖房に近隣の森林からの木屑を
利用する（バイオマス）。

再生可能エネルギーの強国とし
ての確立 (?)



紹介動画(ドイツ語）

• https://nef-feldheim.info/energieautarkes-dorf/
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